
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．位置図（地形図含む） 

添 付 資 料 

比企丘陵農業遺産推進協議会区域（地形図） 
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凡  例 

 ため池 

 農振地域 

 森林 

 市街地 

２．土地利用図（滑川町抽出） 

比企丘陵農業遺産推進協議会区域（ため池箇所図） 
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過去の状況と現在の状況を比較検討するため、平成 29（2017）年度に滑川町のため池 6箇

所を抽出し、調査を行った結果は「滑川町谷津沼（ため池）で確認された種一覧」（表 11）の

ようであった。 

 

調査対象ため池名称：①谷沼(上) ②谷沼(下) ③伊古大沼 ④宮入沼 

 ⑤南谷沼(下) ⑥紺屋前沼 

 注 ①谷沼(上)と②谷沼(下)は二段ため池（親子ため池） 

 

 

 

国

RL

県

RDB

外
来

種

そ
の

他

コイ科 コイ Cyprinus carpio 〇 ●

ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri 〇 EN 国内移入

フナ類※1 Carassius spp. 〇

ミヤコタナゴ Tanakia tanago 〇 CR EW

タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus 〇 重点

オイカワ（ハヤを含む） Zacco platypus 〇

ハクレン Hypophthalmichthys molitrix 〇 総合

ソウギョ Ctenopharyngodon idellus 〇 総合

ウグイ Tribolodon hakonensis ●

モツゴ Pseudorasbora parva 〇 ●

タモロコ Gnathopogon elongatus 〇 ● 国内移入

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 〇 ● DD

メダカ科 ミナミメダカ（旧メダカ） Oryzias latipes 〇 ● VU VU

サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus 〇 特･緊

オオクチバス Micropterus salmoides 〇 ● 特･緊

ハゼ科 クロダハゼ Rhinogobius  kurodai ●

ヨシノボリ類 Rhinogobius sp. 〇

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ●

アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 〇 緊

十脚目
※2 Decapoda spp. 〇

イシガイ科 タガイ Anodonta japonica 〇

ヌマガイ Anodonta lauta Martens ●

ドブガイ Anodonta woodiana 〇 NT2

マツカサガイ Inversidens japanensis 〇 NT EN

両生類（幼生） Amphibia sp. 〇

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト掲載種

魚
　
類

甲

殻

類
・

貝

類

他

※1　キンブナ･ギンブナを含む　　※2　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビを含む

備　　　考

分

類

群

科名他 種名 学名

既

存

資

料
確

認

種

現

地

調

査
確

認

種

　EW：野生絶滅 / CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 / NT：準絶滅危惧種(県RDBでは、

  NT1：元々の希少種 / NT2：開発によって希少となった種を区別) / DD：情報不足

外来生物法による指定種

　特：特定外来生物

　緊：緊急対策外来種(対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある)/重点：重点対策外来種(甚大な被害が予想

  されるため、対策の必要性が高い) / 総合：その他の総合対策外来種(総合的に対策が必要)

表 11 滑川町の谷津沼（ため池）で確認された種一覧：平成 29 年度 

３．生物多様性資料関連 
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国
RL

県
RDB

コイ科 キンブナ Carassius buergeri  subsp. 2 VU NT2

ミヤコタナゴ Tanakia tanago CR EW

オイカワ Zacco platypus 

ウグイ Tribolodon hakonensis

モツゴ Pseudorasbora parva 

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus DD

メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes VU VU

ハゼ科 クロダハゼ Rhinogobius  kurodai

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis

十脚目
※1 Decapoda spp.

イシガイ科 タガイ Anodonta japonica

ヌマガイ Anodonta lauta Martens

ドブガイ Anodonta woodiana NT2

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

魚
類

甲
殻

・
貝
類

※2　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビなど、在来のエビ類

　EW：野生絶滅 / CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 /

　NT：準絶滅危惧種(県RDBでは、NT1：元々の希少種 / NT2：開発によって希少となった

　種を区別) / DD：情報不足

分

類

群
科名他 種名 学名

RDB

かつて豊かな生物多様性が保全されていた頃の谷津沼では、ミヤコタナゴなどのタナゴ類

がヌマガイなどの二枚貝を産卵母貝として利用し、ヌマガイのグロキディウム幼生は、クロ

ダハゼなどのヨシノボリ類の鰓に一時的に寄生し移動を図るなど、複数種間における複雑か

つ絶妙な水域生態系が成立していた。 

しかし、近年の気候変動により用水が必要な時に必要水量確保の不安が生じている。この

ため、谷津沼の水を抜いて行われてきた沼普請（補修作業）が行われなくなった。さらに魚

魚食性の特定外来生物(オオクチバス)の移殖・密放流により、豊かな生物相は近年、崩壊の

危機に直面している。現に、現地調査の結果では、調査したすべてのため池から外来生物が

確認され、その荒廃の程度は、宮入沼 ＜ 南谷沼 ＜ 紺屋前沼 ＜ 谷沼 ＜ 伊古大沼の順に、

甚大さを増すものであった。 

しかし、宮入沼のように未だ生物多様性が比較的保全されている地域も存在する。そこで、

現時点で最も多様性の保たれていた宮入沼の生物リストを基に、文献確認種を補い、ミヤコ

タナゴの野生復帰などの取り組みを加速させることにより再生が可能と考えられる水域の生

物相をリストにすると、以下（表 12）のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 12 豊かな生物多様性を裏付ける生物リスト（魚類、甲殻・貝類）：平成 29 年
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③ 湿地・湿生草地・水田・低茎草地 

現地調査を行った結果（表 13）、谷津地形の日当たりの良い湿地には、ミゾソバ・キカシグ

サ・イボクサ・ホタルイ等が見られ、草地には、オミナエシ・ウリクサ・ワレモコウ等が生育

していた。草刈り等の管理が疎かになると高茎草地になり、これらの植物が育成できなくな

る。これらの種が見られるのは里山の保全管理が適切に行われているからとも推定され、管

理することにより生育環境が保たれることは明らかである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 13 現地調査による主な確認種（植物）：平成 29 年度 

夏季 秋季 夏季 秋季
シャジクモ ● ● VU VU
イチョウウキゴケ ● NT VU
コバノヒノキシダ ●
ホソバナライシダ ●
ウマノスズクサ ●
チゴユリ ●
ヤマユリ ●
ヤマジノホトトギス ●
シュンラン ● NT
ガマ ●
イ ●
ヒメクグ ● ●
タマガヤツリ ● ●
コゴメガヤツリ ●
カワラスガナ ●
ヒデリコ ● ●
メアゼテンツキ ●
ホタルイ ● ●
コブナグサ ●
ウシノシッペイ ●
アシボソ ●
ヨシ ●
イボクサ ● ● ●
コスミレ ●
ミゾハコベ ● ● ● ●
ワレモコウ ●
チョウジタデ ● ● ●
キカシグサ ● ● ●
ミズマツバ ● ● VU VU
ヒシ ● ● NT
カラスノゴマ ●
ヤナギタデ ●
ヤノネグサ ●
ボントクタデ ●
ミゾソバ ● ●
ハシカグサ ● ●
コバノカモメヅル ●
ヒメジソ ●
ミゾコウジュ ● NT NT
ウリクサ ● ●
アメリカアゼナ ●
アゼトウガラシ ● ●
アゼナ ●
キッコウハグマ ●
トキンソウ ● ●
シロバナタンポポ ●
ヤクシソウ ●
セリ ●
オミナエシ ● ● EN

種名
谷沼 伊古大沼（台沼を含む） 環境省

RDB
埼玉レッド

EN：絶滅危惧ⅠB 類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT：準絶滅危惧種 
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また、同時に鳥類やその他の動物についても現地調査を行った。この結果についても下記の

表（表 14、表 15）に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季 秋季 夏季 秋季 繁殖 越冬
カルガモ ● 水辺性
カイツブリ ● 水辺性
キジバト ● ● 都市型
アオサギ ● 水辺性 DD
ホトトギス ● 森林性
アマツバメ ● 上空
ノスリ ● ● ● 草原性 NT2
フクロウ ●羽 森林性 RT NT2
アオバズク ●ペリット 森林性 RT
カワセミ ● 水辺性 Lp
コゲラ ● ● 森林性
アオゲラ ● 森林性 RT
チョウゲンボウ ● 草原性 NT2
サンコウチョウ ● 森林性 VU
モズ ● ● 草原性
カケス ● ● 森林性
ハシブトガラス ● ● 都市型
ヤマガラ ● ● 森林性 RT
シジュウカラ ● ● 都市型
ガビチョウ ● ● 森林性
ヒヨドリ ● ● 都市型
ウグイス ● ● ● 森林性 RT
エナガ ● ● 森林性 RT
メジロ ● ● 森林性
キビタキ ● ● 森林性
スズメ ● 都市型
キセキレイ ● 水辺性
セグロセキレイ ● ● 水辺性
ホオジロ ● 草原性 RT

埼玉県RDB
種名

谷沼 伊古大沼（台沼を含む） 生息環境
タイプ

環境省
RDB

表 14 現地調査による主な確認種（鳥類）：平成 29 年度 

夏 秋 夏 秋 その他
哺乳類 ネズミ目 ネズミ科 ホンドカヤネズミ ● ＮＴ1.2
爬虫類 トカゲ目 トカゲ科 ヒガシニホントカゲ ● ● ＲＴ

ナミヘビ科 アオダイショウ ● ＮＴ2
ナミヘビ科 ヒバカリ ● VU
クサリヘビ科 ニホンマムシ ● ＲＴ

昆虫類 バッタ目 キリギリス科 ヒガシキリギリス ● ● ＮＴ1
クモ類 クモ目 コガネグモ科 コガネグモ ●中尾の水田 EN

コガネグモ科 オオトリノフンダマシ ● NT2
貝類 ニナ目 ヤマタニシ科 アツブタガイ ● VU

9種 1種 2種 6種 1種 1種 9種

環境省
RED

埼玉県
RED

分類 目 科 種
谷沼 伊古大沼

表 15 現地調査による主な確認種（その他）：平成 29 年度 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT1：準絶滅危惧種(もともと生息環境が希少な種) 
NT2：準絶滅危惧種(開発によって希少になった種) RT：地帯別危惧 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT2：準絶滅危惧種(開発によって希少になった種) Lp：絶滅の恐れのある地域個体群 
RT：地帯別危惧 
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国
RL

県
RDB

外
来
種

そ

の
他

コイ科 コイ Cyprinus carpio 〇

ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri 〇 EN 国内移入

フナ類
※1 Carassius spp. 〇

タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus 〇 重点

オイカワ（ハヤを含む） Zacco platypus 〇

モツゴ Pseudorasbora parva 〇 ●

タモロコ Gnathopogon elongatus 〇 国内移入

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 〇 DD

メダカ科 ミナミメダカ（旧メダカ） Oryzias latipes 〇 VU VU

ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ●

ヌマエビ科 シナヌマエビ Neocaridina  sp. ●

アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 〇 緊

十脚目
※2 Decapoda spp. 〇

カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina ●

タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica ●

シジミ科 マシジミ Corbicula leana ●

両生類（幼生） Amphibia spp. 〇 ●

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト掲載種

学名

　特：特定外来生物

　緊：緊急対策外来種(対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある)/重点：重点対策外来種(甚大な被害が予想

  されるため、対策の必要性が高い) / 総合：その他の総合対策外来種(総合的に対策が必要)

甲
殻
類

・
貝
類
他

備　　　考

魚
　
類

※1　キンブナ･ギンブナを含む　　※2　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビを含む

　EW：野生絶滅 / CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 / NT：準絶滅危惧種(県RDBでは、

  NT1：元々の希少種 / NT2：開発によって希少となった種を区別) / DD：情報不足

外来生物法による指定種

既
存
資
料
確
認
種

現
地
調
査
確
認
種

分

類

群

科名他 種名

④ 用排水路 

用水路は、谷津沼の水を水田に注ぎ入れる施設である。当地域における用水路は、丘陵地

形による傾斜で、流速が速い上、ほぼすべてがコンクリート張りの水路である。さらに、水

田への送水時以外は乾燥していることから、生物多様性を支える施設とはなっていない。一

方、排水路は、余水吐からの排出水と、水田で繰り返し使用された水を交えて谷津の外にあ

る河川へと排水する施設であり、所によっては周年にわたり水を湛える場所もあることから、

生きものによる利用は用水路よりも多い。 

現地調査の結果もこのことを反映した結果となり、排水路に生息する動物は、過去の文献

調査と現地調査の結果から下記の表「谷津区域の排水路で確認された種一覧」（表 14）で示す

ような種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 16 谷津区域の排水路で確認された種一覧：平成 29 年度 
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国
RL

県
RDB

コイ科 キンブナ Carassius buergeri subsp. 2 VU NT2

オイカワ Zacco platypus 

モツゴ Pseudorasbora parva 

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus DD

メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes VU VU

ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis

十脚目※2 Decapoda spp.

カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina

タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica

シジミ科 マシジミ Corbicula leana

ホタル科 ヘイケボタル Luciola lateralis NT1

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

RDB

魚
類

※2　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビなど、在来のエビ類

　EW：野生絶滅 / CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 /

　NT：準絶滅危惧種(県RDBでは、NT1：元々の希少種 / NT2：開発によって希少となった

　種を区別) / DD：情報不足

分

類

群

科名他 種名 学名

底
生
動
物

排水路において、本来の目的である排水機能を保ちつつ、生物多様性に配慮を加えること

は容易なことではないが、水路の連続性を考えつつ、魚類等の生息をわずかでも支えられる

施設へと改善することが望まれる。また、水路をわずかでも堰上げし、常時水がたまる空間

を確保すると、谷沼（下）の排水路に見られるように、カワニナが多く生息するようになり、

田園景観を彩るゲンジボタルやヘイケボタルの飛翔も期待できる可能性がある。 

このような水路の連続性に関して述べると、特にホタル復活の気運の高まりは強く、嵐山

町、小川町ではその場に応じた湿った水路化を進める取り組みを行い、ホタルを復活・保護

させる取組みも進められている。また、熊谷市や東松山市ではホタルは復活しておりホタル

祭り等と銘打った行事も行われている。熊谷市の場合、ゲンジボタルを未来の子どもたちに

繋げていくため、地域活動として「ＮＰＯ法人熊谷市ほたるを保護する会」による荒廃田や

保安林の整備を行っており埼玉県から表彰を受けている。 

そこで、現時点で生物が確認された谷沼（下）からの排水路の生物リストを基に、文献確

認種を補い、水域の生物相をリストにすると、以下に示す「豊かな生物多様性を裏付ける生

物リスト（魚類、底生動物〈甲殻・貝類〉）」（表 17）のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17 豊かな生物多様性を裏付ける生物リスト（魚類、底生動物〈甲殻・貝類〉） 
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国
RL

県
RDB

外
来
種

そ
の
他

コイ科 ヤリタナゴ Tanakia lanceolata ○ NT CR

タナゴ Acheiloghathus melanogaster
※4 ○ EN EX

タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ○ 重点

モツゴ Pseudorasbora parva ○

オイカワ（ハヤを含む） Zacco platypus ○

カワムツ※1 Zacco temmincki ○ 国内移入

タモロコ Gnathopogon elongatus ○ 国内移入

ツチフキ Abbottina rivularis ○ EN 国内移入

カマツカ Pseudogobio esocinus ○

コイ Cyprinus carpio ○

ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri ○ EN 国内移入

フナ類※2 Carassius spp. ○

ウグイ Tribolodon hakonensis ○

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ DD

ギギ科 ギバチ Tachysurus tokiensis ○ VU VU

ナマズ科 ナマズ Silurus asotus ○ NT2 国内移入
※5

メダカ科 ミナミメダカ（旧メダカ） Oryzias latipes ○ VU VU

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ○

アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ○ 緊

十脚目※3 Decapoda spp. ○

イシガイ科 マツカサガイ Inversidens japanensis NT EN ため池での確認

シジミガイ科 シジミ類 Corbiculidae spp. ○

両生類（幼生） Amphibia spp. ○

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト掲載種

備　　　考

分
類

群
科名他 種名 学名

既
存
資
料
確
認
種

　特：特定外来生物

　緊：緊急対策外来種(対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある)/重点：重点対策外来種(甚大な被害が予想

　されるため、対策の必要性が高い)　総合：その他の総合対策外来種(総合的に対策が必要)

甲
殻

類
・

貝
類

他

※1　以前、カワムツはＡ型・B型の2型があるとされていたが、2003年に学名が決定され、前者をヌマムツ、後者カワムツという

　　　新和名が提唱された

※2　キンブナ･ギンブナを含む　　※3　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビを含む　　※4　文献5にはタナゴのシノニム
(Acheilognathus moriokae)と記載　　※5 愛知県以東遺跡では，江戸時代以降のもののみから発見される

　EX：絶滅 / EW：野生絶滅 / CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 / NT：準絶滅危惧種
 (県RDBでは、NT1：元々の希少種　NT2：開発によって希少となった種を区別) / DD：情報不足

外来生物法による指定種

⑤ 河川 

河川は、生き物の重要な生息環境であるとともに、水を介して谷津沼間をつなぐコリドー

（回廊、移動経路）の役割も担うことから、谷津沼の生物多様性を保全するうえで重要な環

境要素となる。 

谷津沼下流の河川に生息する生きものは、文献調査の結果、以下「河川に近い排水路で確

認された種一覧」（表 18）に示す種が挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 18 河川に近い排水路で確認された種一覧 

魚 

類 
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国
RL

県
RDB

そ
の
他

コイ科 ヤリタナゴ Tanakia lanceolata NT CR

モツゴ Pseudorasbora parva 

オイカワ Zacco platypus 

カマツカ Pseudogobio esocinus 

コイ Cyprinus carpio 

キンブナ Carassius buergeri subsp. 2

ウグイ Tribolodon hakonensis

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus DD

ギギ科 ギバチ Tachysurus tokiensis VU VU

メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes VU VU

ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis

十脚目
※3 Decapoda spp.

イシガイ科 マツカサガイ Inversidens japanensis NT EN ため池の確認種

シジミガイ科 マシジミ Corbicula leana

国RL：環境省レッドリスト　県RDB：埼玉県レッドデータブック2008 

魚
類

甲

殻

・

貝

類

※1　テナガエビ･スジエビ･ヌカエビを含む

　CR：絶滅危惧ⅠA類 / EN：絶滅危惧ⅠB類 / VU：絶滅危惧Ⅱ類 / NT：準絶滅危惧種

　 / DD：情報不足

備　　　考
分

類

群

科名他 種名 学名

谷津沼下流の河川は、なだらかな丘陵、田畑、雑木林を流れる流速の比較的緩やかな河川

であり、ヤリタナゴ、タナゴ、重点対策外来種のタイリクバラタナゴが確認されていること

から、現在もこれらの種および産卵母貝となるヌマガイ、イシガイ、マツカサガイ、ドブガ

イ等の二枚貝も河川内に生息している可能性があると考えられている。 

また、カマツカ、ドジョウ、ギバチといった底生魚が多く確認されており、生物多様性を

支える多様な水際～河床環境が整っていることがうかがえる。 

これらの文献調査結果を基に、水域の生物相をリストにすると、以下に示す「豊かな生物

多様性を裏付ける生物リスト（魚類、甲殻・貝類）」（表 19）のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、当協議会の嵐山町では河川の魚類の生息状況等を継続的に把握し改善施策の基礎資

料とするため毎年８月に魚類調査を実施している。その資料によると小川町の谷津沼下から

流れ込む市野川は、比較的緩やかな河川であり河床は砂、細礫、中礫、粗礫、小石で水深は

10cm～80cm、水際はヨシ類、その他草木が繁茂している状況である。嵐山町の相生橋から新 

表 19 豊かな生物多様性を裏付ける生物リスト（魚類、甲殻・貝類） 
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市野川橋、精進橋付

近には、「環境省レッ

ドリスト」において

選定されているムサ

シノジュズカケハゼ

や「環境省レッドリ

スト」及び「埼玉県レ

ッドデータブック」

において選定されて

いるミナミメダカな

どの重要種が確認さ

れている（図 7）。 

 

 

 
 
 

比企丘陵地域内の中央に位置する「国営武蔵丘陵森林公園」の協力により公園内で確認された

動植物調査報告書のリストを次頁以降に添付する。比企丘陵内の各谷津は、在来種のシェルター

として区域間移動も行われやすいため、調査報告書で確認された動植物と同様な生態系が当

地域では育まれていると想定することが出来る。 
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図 46 嵐山町調査箇所 
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